










〔1〕はじめに:ヒトの睡眠・覚醒を始め、体温の変化や各種のホルモンの変動など生理現

象の多くは約 24 時間の周期で変動するサーカディアンリズムを示すことが知られていま

す。正常な状態では睡眠と覚醒の変化と体温の変化など他の生理現象は、その周期や位相

が一致して変動しています。しかし環境のリズム的な変動が存在しない特異な状態に置か

れた時、個々の生体リズムは脱同調を示したり、環境のリズムと無関係に、ヒトが本来も

っている約 25 時間の周期でフリーランし始めたりすることが知られています。 

中枢神経系に障害をもつ小児の中に、睡眠と覚醒が昼夜逆転したり、一日中短時間の周期

で睡眠と覚醒を繰りかえしている者がみられます。これらの障害児には広汎な中枢神経障

害が存在し、生体リズムを駆動する生体時計そのものに障害が及ぶ可能性も否定できませ

んが、頻発するけいれん発作や、これに対する抗けいれん剤の大量使用などは、環境リズ

ムの認知にも悪い影響を及ぼしているものと考えられます。 

中枢神経障害をもつ小児の睡眠・覚醒リズムが環境のリズムと脱同調することは、患児を

擁護する家族の生活のリズムを破壊することにつながりかねません。障害児をかかえる家

族にとって患児の睡眠の問題は切実なものと思われます。今回、我々は中枢神経系に障害

をもつ小児 4例について、その睡眠。覚醒リズムを観察したもので報告します。 


